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グループ分け

•グループ１(4) 
•住元、高尾、武田、上甲 
•グループ２(4) 
•池田、鈴木、田口、高木
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授業内容

•来週のディベートのルール 
•ディベートでのポイント 
•来週に向けて原稿作り
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ディベートルール
• 肯定側立論　6分 
• 否定側立論　6分 
• 作戦タイム　3分 
• 否定側反駁　6分 
• 肯定側反駁　6分 
• 作戦タイム　3分 
• 肯定側最終弁論　6分 
• 否定側最終弁論　6分 
• ジャッジ

当日は時間を計って進行する 
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レポートについて

•レポート 
•ディベートで使用したスライド 
•グループメンバーの貢献度 
•提出日：2014年2月6日(金) 16:30まで 
•提出：代表者がメール(stakahashi@uec.ac.jp)で
提出

mailto:stakahashi@uec.ac.jp
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立論のポイント

•最初に立場を明確にして、論点を提示する。 
•時間を最大限に活用することも重要。 
•用意した原稿を読むだけでは、説得力が大きく下
がるので注意。 

•大きい声、はっきりとした口調で話すこと。
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反駁のポイント（質問）

• 質問を通じて、相手から自分の主張に沿った答えを引き出す。  
• 簡潔でわかりやすい質問をするよう心がけること。  
• 相手の弱点(説明が不足な点や矛盾など)をつくのも有効。  
• 相手から有効な回答がないまま時間が経過する場合は、「有効な
回答がないようなので次の質問に移ります」などと述べたうえで、
相手の応答を打ち切ることができる。  

• 質問・反論資料の準備をすること。 
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反駁のポイント（応答）
•質問に質問で返してはいけない。 
•応答側は、思わず相手に質問することがないよう
注意すること。 

•有効な資料や想定問答集の準備をすること。 
•回答可能なディベーターが迅速に返答すること。 
•回答までの時間が長いと減点の対象となり、また
質問側に応答を打ち切られることがある。
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最終弁論のポイント
• 立論でも反駁でも述べられていないことを述べてはいけない。 
• それまでの議論の内容をふまえて、改めて自分たちの主張の正
しさを訴える 

• また 相手の主張の不十分な点や矛盾を聴衆に印象づける。  
• 相手の論理の矛盾点をつき、 自分たちの論理を理論的に守
る。  

• 判定員・聴衆に堂々と自分たちの論理の正当性をアピールす
る。 
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来週の授業

•ディベート本番 
• 9:30~


